
夢と希望をもって。晴れやかな姿の新成人。＝1月10日（月･祝）第20回香芝市成人式（関連記事3ページ）

カッシー

2 新年あいさつ

3 第20回香芝市成人式

4 地域福祉のサポーター民生委員・児童委員

6 ＪＲ志都美駅 橋上駅舎と自由通路が完成

7 ごみ減量推進懇話会からの提言

8 1カ月のできごと

10 マイヘルスマイライフ

11 みんなの国保

12 くらしの相談・消防だより

13 ペンリレー

香
芝
市
は
、
悠
久
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
二
上

山
の
恵
み
を
受
け
た
豊
か
な
生
活
と
歴
史
を
も

ち
、
明
る
い
未
来
社
会
に
む
か
っ
て
歩
み
つ
づ

け
て
い
る
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
香
芝
市
民
は
、
生
き
る
喜
び
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一.

自
然
を
大
切
に
し
、

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

で
あ
い
を
大
切
に
し
、

共
に
生
き
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

い
の
ち
を
大
切
に
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

伝
統
を
生
か
し
、

新
し
い
文
化
の
香
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一.

元
気
な「
ひ
と
」を
育
て
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

1 
2011

No.523



平成23年1月21日 2

2011年　新年のごあいさつ

香芝市長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
経
済
は
、
依
然
と
し
て

先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
失
業
率
も

高
い
値
で
推
移
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
に

お
い
て
は
、
市
民
生
活
の
安
心
、
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
着
実
な
市
政
運
営
を
進
め
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
事
業
や
保

健
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
計
画
事
業
、
学
校
教
育
環
境
の
整
備
、

ま
た
街
路
整
備
事
業
や
駅
前
整
備
事
業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

事
業
な
ど
、
将
来
へ
の
先
行
投
資
と
な
る
決
断
も
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て
も
、
将
来
の
都
市
像
を

「
笑
顔
と
元
気
　
住
む
な
ら
香
芝
」
と
定
め
、
そ
の
実
現
に
向

け
、
市
民
、
行
政
が
協
働
し
て
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
今
日
の
香
芝
は
、
ま
さ
に
、
市
民
の
皆
様
が
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
皆
様
と
共
に
、
香
芝
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
、
香
芝
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
ら
れ
る
、
そ

ん
な
20
周
年
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

香芝市議会議長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

満
ち
た
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
地
方
分
権
改
革
が
進
展
す
る
な
か
、
地

方
自
治
体
の
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
範
囲
が
拡
大
し
、

こ
れ
か
ら
は
、
ま
さ
に
地
方
の
時
代
と
な
り
、
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
ど
も

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
る
た
め
に
、
議
会
制
度
の
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
議
会
改
革
に
取
り
組

む
べ
く
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

政
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
議
員

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
責
務
を
自
覚
し
、
議
員
活
動
に
ま
い
進
す

る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と
活
力
に
あ

ふ
れ
た
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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１
月
10
日（
月
・
祝
）、
モ
ナ
ミ
ホ
ー
ル
で
、
第
20
回
香

芝
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
成
人
式
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、
式
典
運
営
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
梅
田
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

続
い
て
、
新
成
人
代
表
の
４
人
が
、
将
来
の
夢
、
今
後
の

決
意
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
考
え
を
「
成
人
の
こ
と

ば
」
に
込
め
、
読
み
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
７
４
８
人
の
皆
さ
ん
が
成
人
の
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

第
20
回

香
芝
市
成
人
式

梅田市長から新成人へのお祝いの言葉

「成人のことば」を
述べる新成人

成人式実行委員会の皆さん
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地
域
み
ん
な
の
暮
ら
し

応
援
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
受

け
た
り
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
社

会
福
祉
行
政
の
協
力
者
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
福
祉
を
増
進
す
る

任
務
を
も
っ
て
い
ま
す
。

支
援
の
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
に
住
む
す
べ
て

の
人
で
す
。

日
ご
ろ
「
民
生
委
員
」「
民
生
児
童
委
員
」

と
略
し
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
正
式
に
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

と
い
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
す
べ
て
の
民
生
委

員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
も
兼

ね
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
担
当
す
る
主

任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

香
芝
市
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
？

現
在
、
香
芝
市
に
は
96
名
（
内
６
名
が
主

任
児
童
委
員
）
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

い
ま
す
。

市
内
を
北
地
区
（
志
都
美
・
旭
ケ
丘
・
関

屋
小
学
校
区
）
、
中
地
区
（
下
田
・
二
上
小

学
校
区
）
、
東
地
区
（
五
位
堂
・
真
美
ヶ
丘

東
・
真
美
ヶ
丘
西
・
三
和
・
鎌
田
小
学
校

区
）
の
３
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

＊
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
広

報
か
し
ば
お
知
ら
せ
版
１
月
号
（
第
３
６
８

号
）に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
選
ば
れ
る
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市
の
民
生
委

員
推
薦
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
県
の
地
方
社

会
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
知
事
が
推

薦
し
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の

皆
さ
ん
は
、
平
成
22
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
11
月
30
日
ま
で
活
動
さ
れ
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律
で
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
差
別

的
・
優
先
的
な
取
扱
い
を
し
な
い
こ
と
、
政

党
又
は
政
治
的
目
的
に
利
用
し
な
い
こ
と
な

ど
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子どものこと、家庭のこと、地域のことなど、皆さ

んが困ったときの身近な相談役である民生委員・児童

委員をご存じですか？皆さんの暮らしの中のさまざま

な場面で活動しています。

社会福祉の縁の下の力持ちともいえる民生委員・児

童委員について紹介します。

▼問合先　総合福祉センター社会福祉課　 79－7151

地域福祉のサポーター

▲厚生労働大臣からの委嘱
状伝達式

▼子どもたちとふれあう委員

▲講師を招いての自主勉強会

民生委員

・児童委員

ってどんな人？

民生委員・児童委員
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いろんな場面で
活動しています！

★このほかにも、自主勉強会や他団体との交流を積

極的に行い、地域福祉の増進に努めたり、地域や市

の事業に参加し皆さんと交流するなど、さまざまな

活動を行っています。

日ごろの声かけや安否確認など、ひとり暮らし

の高齢者や障害者世帯などを見守り、必要に応

じて訪問しています。訪問時には、世帯が抱え

る問題の相談にのったり、悪質商法の被害に遭

わないように注意を促したりしています。

訪問活動

日々の生活での困りごとや緊急に支援が必要に

なった場合など、住民が必要な福祉サービスや

支援が受けられるよう、社会福祉施設や市役所、

学校などとのパイプ役を務めます。また、福祉

サービスなどに必要な意見書等の作成なども行

っています。

連絡通報活動

特別養護老人ホームなどの福祉施設へ訪問し、

季節に合わせた催しを行って、入所されている

方々と交流していま

す。催しの内容は、

委員でアイデアを出

し合い、楽しんでい

ただけるように企画

しています。

福祉施設への慰問

準要保護児童生徒家庭調査などをはじめ、生活

の実態調査などを行っています。

調査活動

子育て世帯を応援するため、赤ちゃんが生まれ

た家庭を訪問し、子育てに関する情報提供や相

談機関の紹介などを行っています。また、地域

でのつながりを広げるために、公民館などで親

子がつどえるイベントを行っています。

赤ちゃん誕生おめでとう訪問・子育て
支援事業（きゅうぴぃクラブ）

▲福祉施設で開催したクリスマスパーティー

昨年、本市が災害時の避難を支援す

るための「災害時要援護者リスト」

を作成する際には、民生委員・児

童委員の皆さんが、担当地区全て

の対象者の自宅を訪問し、状況把握

調査に協力してくださいました。

▼きゅうぴぃクラブ

私たち民生委員・児童委員は、地域の社

会福祉のために活動しています。

地域の代表として、国から委嘱を受けて

活動しているという責任のもと、皆さんの

相談には誠意をもってお応えし、支援して

います。

皆さんと行政との橋渡し役として良き相

談相手となり、心のふれあいも大切にした

いと考えています。私たちには、守秘義務

も課せられていますので、相談したいこと

やお困りのことがあれば、どんなことでも

お気軽に声をかけてください。

私たち民生委員・児童委員は、

皆さんの身近な相談役

委員の皆さん

どうぞよろしく
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Ｊ
Ｒ
志
都
美
駅

橋
上
駅
舎
と
自
由
通
路
が
完
成

平
成
21
年
10
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
橋
上
駅
舎
と
自
由
通
路
が
完
成
し
ま
し

た
。
昨
年
12
月
19
日（
日
）に
完
成
式
典
が
開

催
さ
れ
、
23
日（
木
・
祝
）よ
り
供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

駅
舎
は
、
木
造
１
階
建
か
ら
鉄
骨
造
２
階

建
に
な
り
、
外
観
も
二
上
山
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
大
小
２
つ
の
ア
ー
チ
型
の
デ
ザ
イ
ン
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
側
に
あ
っ
た
改
札
を
２
階
へ
移

動
し
、
東
西
を
結
ぶ
約
60
ｍ
の
自
由
通
路
が

で
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
利
用
で
き
な
か

っ
た
西
側
か
ら
も
乗
降
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
改
札
内
外
兼
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
２
基
設
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
駅
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲式典では、完成を祝うテープカットも
行われました。

▲東側・西側にそれぞれ１基ずつ設置されたエレ
ベーター（写真下）

▲西側には、オストメイト対応流し台（写真上）
やベビー台を備えた公衆トイレもあります

▲西側ロータリー完成予想図

二上山をイメージした外観（西側）

西
側
ロ
ー
タ
リ
ー

平
成
24
年
３
月
完
成
予
定

駅
舎
周
辺
部
分
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
工

事
を
行
い
、
東
側
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
３

月
、
西
側
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
３
月
に
工

事
完
了
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駅
舎
の
屋
上
を
緑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た

省
エ
ネ
ガ
ラ
ス
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
採
用
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

緑に包まれた駅舎となる
屋上緑化

「樫の木」をイメージした柱や自
由通路床の「スミレ」の彫刻など、
本市の市木・市花をさりげなくあ
しらっています。ご利用の際には
注目してください。

▼
問
合
先

区
画
整
理
課

71
―
８
８
１
１

まちをもっと便利に

バリアフリー化された新駅舎！

奈
良
県
内
初
！

環
境
に
優
し
い

〝
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〞

ＪＲ
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ご
み
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
「
ご
み
減
量

推
進
懇
話
会
」
を
、
昨
年
２
月
か
ら
11
月
ま

で
の
間
、
全
８
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
公
募
に
よ
り
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
民
11
名
と
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
は
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
野
中
准

教
授
に
就
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
話
会
で
は
、
ま
ず
ご
み
処
理
施
設
（
美

濃
園
ほ
か
）
を
見
学
し
、
市
の
ご
み
の
現
状

や
処
理
方
法
・
費
用
の
分
析
・
把
握
や
、
他

市
町
村
の
事
例
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
の
取
組
姿
勢
、
減
量
化
・

資
源
化
の
目
標
設
定
や
具
体
的
活
動
内
容
に

つ
い
て
討
議
を
重
ね
、
そ
の
内
容
を
提
言
書

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

提
言
書
の
内
容

討
議
の
結
果
、
次
の
４
点
を
基
本
的
な
取
組
姿
勢
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
具
体
的
活
動
の
提
案
な
ど
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
協
働

行
政
・
市
民
・
事
業
者
の
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
し
、
協
働
し
て
取
り
組
む
。

②
発
生
・
排
出
抑
制
な
ど
の
推
進

ご
み
の
発
生
抑
制
・
排
出
抑
制
と
再
使
用
を
最
重
要
課
題
と
し
て
推
進
す
る
。

③
再
資
源
化
の
促
進

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
再
資
源
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
再
生
品
利
用
に
努

め
る
。

④
ご
み
減
量
推
進
の
体
制
づ
く
り

ご
み
減
量
を
推
進
す
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

討
議
の
結
果
を

提
言
書
と
し
て
市
長
へ

提
言
書
と
し
て
ま
と
め
た
懇
話
会
の

討
議
の
結
果
は
、
昨
年
12
月
15
日（
水
）、

懇
話
会
会
長
の
中
木
さ
ん
か
ら
梅
田
市

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
内
容
は
、
今
後
の
ご
み
減
量
・

資
源
化
の
計
画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

市では、「ごみを減らす」、「資源化を進める」、「費用負担を公平にする」

といった課題や問題点を整理し、持続可能なごみ処理体系の構築を目

指しています。

その取組の一環として、ごみ問題の課題の発見及び施策の構想立案

段階から、市民の皆さんからご意見をいただき一緒に考えていくため

に、「ごみ減量推進懇話会」

を設置し、討議を重ねてき

ました。

ごみ減量推進懇話会からの提言
問合先

市役所生活環境課

内線131･133

ご
み
処
理
施
設
の
見
学
（
写
真
右
）

と
熱
心
に
資
料
に
目
を
通
し
て
い
る

委
員
の
皆
さ
ん
（
写
真
左
）

ごみ減量・資源化に向けて市民参加の

毎日大量に出されるごみ。ごみの減量化･

資源化が重要課題となっています。

ご
み
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
！

全
８
回
の
懇
話
会
開
催
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１
月
９
日（
日
）、
今
年
１
年
の
安
全
を
願
う

と
と
も
に
、
有
事
に
備
え
て
士
気
を
高
め
る
た

め
、
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
５

分
団
の
消
防
団
員
１
２
３
人
が
参
加
し
、
消
防

ポ
ン
プ
車
５
台
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
梅
田
市
長
か
ら
の
年
頭
あ
い
さ
つ

や
、
上
島
消
防
団
長
か
ら
各
団
員
へ
の
訓
辞
な

ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
ご
ろ
の

消
防
防
災
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
ら
に
、

表
彰
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
池
親
水
公
園
で
一
斉
放
水
が
行

わ
れ
、
今
年
１
年
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に
初
出
場

す
る
香
芝
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
応
援
し
よ

う
と
、
昨
年
12
月
に
募
金
へ
の
ご
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か

ら
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
役
所
な
ど
に
設
置
し
た
募
金
箱
を
は

じ
め
個
人
・
団
体
か
ら
お
預
か
り
し
た
激

励
金
と
を
併
せ
て
、
12
月
24
日
に
、
香
芝

高
校
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
神
奈
川
県
代
表
の
座
間

高
校
に
０
対
１
と
惜
し
く
も
敗
れ
、
全
国

大
会
初
勝
利
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

得
点
チ
ャ
ン
ス
を
何
度
も
つ
く
る
な
ど
、

最
後
ま
で
全
力
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
も
新
チ
ー
ム
で
、
連
続
出
場

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

香芝高校サッカー部

ご支援･ご声援ありがとうございました

色
と
り
ど
り
の
水

が
空
高
く
ア
ー
チ
を

描
い
た
一
斉
放
水

普
段
は
自
ら
の
仕
事

を
持
つ
か
た
わ
ら
、災
害

発
生
時
に
消
防
署
員
と

と
も
に
災
害
現
場
で
活

動
し
て
い
る
団
員
た
ち

（
分
列
行
進
）

平
成
23
年

香
芝
市
消
防
出
初
式
表
彰
者

★
奈
良
県
知
事
表
彰

第
５
分
団
　
副
分
団
長
　
堀
川
　
和
行

第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
吉
田
　
　
章

★
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

第
５
分
団
　
部
長
　
松
田
　
義
司

第
１
分
団
　
班
長
　
森
本
　
利
巳

★
奈
良
県
消
防
協
会
香
芝
支
部
長
表
彰

第
２
分
団
　
部
長
　
松
井
　
　
進

第
３
分
団
　
班
長
　
　
岡
　
伸
也

★
香
芝
警
察
署
長
感
謝
状

第
３
分
団
　
部
長
　
堀
川
　
　
忍

第
１
分
団
　
部
長
　
南
　
　
昌
宏

第
２
分
団
　
班
長
　
秋
山
　
　
優

★
香
芝
市
長
表
彰

第
３
分
団
　
班
長
　
萬
慶
　
卓
也

第
５
分
団
　
団
員
　
山
田
　
晴
久

第
４
分
団
　
団
員
　
井
上
　
喜
智

第
１
分
団
　
団
員
　
山
村
　
勝
則

第
２
分
団
　
団
員
　
吉
村
　
孝
勝

★
香
芝
市
消
防
団
長
表
彰

第
５
分
団
　
班
長
　
上
田
　
順
康

第
１
分
団
　
団
員
　
梅
崎
　
正
也

第
３
分
団
　
団
員
　
岡
本
　
徳
志

★
奈
良
県
消
防
操
法
大
会
出
場
表
彰

第
１
分
団

★
香
芝
市
議
会
議
長
感
謝
状

第
５
分
団
　
団
員
　
山
田
　
清
之

地
域
の
安
全
、

防
災
を
願
っ
て

市
消
防
出
初
式
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12月18日（土）、今池親水公園と高塚地区公園の2会場で、光

と音をテーマにした冬の祭典“冬彩”が開催されました。

この祭典は、市民がつくる香芝冬彩実行委員会が運営してお

り、今回で10回目を迎えました。会場には多くの人が訪れ、幻

想的なローソクの灯りや鮮やかに打ち上げられた花火、特設ス

テージでのライブなどを楽しみました。

②迫力あるファイヤーパフォーマンスで冬の祭

典の幕開けです！

③「香芝天衝太鼓」による力強い和太鼓の演奏に

会場は一気に大盛り上がり

④ステージのラスト・10周年特別記念スペシャ

ルライブに桑名正博さん登場！

⑤澄んだ空気に響く雅楽の音色。ステージには

大観衆！

今回で10回目を迎えた冬の祭典

⑥高塚地区公園いっぱいに広がった幻想的な灯り

の世界

⑦２会場でたくさんの手作りの和紙玉が灯りました

⑧たくさんの光に包まれた今池親水公園

①冬の夜空を彩る鮮や

かな花火にひときわ

大きな歓声が！

過去の冬彩に設置して

いたさまざまな灯りを

再現したメモリーロード

（⑨⑩⑪）

①

②

⑥

⑤

⑧

⑪

⑩

⑨

⑦

③ ④



入
浴
中
の
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

﹇
奈
良
県
医
師
会
﹈

日
本
人
は
風
呂
好
き
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
入
浴
中
に
亡
く
な
ら
れ

る
方
も
少
な
く
は
な
く
、
高
齢
の
方
、
高
血
圧
や
心
臓
病
の
方
な
ど

で
は
、
入
浴
の
仕
方
に
よ
っ
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
際
、
我
が
国
の
入
浴
中
の
死
亡
事
故
は
年
間
１
万
４
千
人
ほ
ど

で
、
こ
れ
は
欧
米
に
比
べ
て
も
か
な
り
の
数
で
す
。
し
か
も
、
そ
の

大
部
分
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

入
浴
事
故
の
原
因
疾
患
と
し
て
は
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、

溺
水

で
き
す
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
発
生
の
要
因
と
し
て
「
熱
め
の
お
湯
が
満

た
さ
れ
た
深
い
浴
槽
に
肩
ま
で
浸
か
り
長
湯
を
す
る
」
日
本
特
有
の

入
浴
習
慣
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
一
見
丁
寧
な
入
浴
法
は
、
熱
い
お
湯
に
浸
か
る
こ
と
で
極
端

な
温
度
変
化
に
反
応
し
、
急
な
血
圧
上
昇
や
心
拍
数
増
加
を
起
こ
し

ま
す
。
そ
し
て
、
深
い
浴
槽
で
の
入
浴
は
、
水
圧
に
よ
り
四
肢
末
梢

か
ら
心
臓
に
戻
る
血
液
量
を
い
っ
き
に
増
や
し
、
心
臓
に
負
担
を
か

け
ま
す
。
こ
れ
ら
が
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま

た
長
時
間
の
入
浴
で
は
、
体
温
を
上
昇
さ
せ
大
量
の
発
汗
を
生
じ
て

熱
中
症
に
陥
り
、
立
ち
く
ら
み
、
失
神
な
ど
、
溺
水
事
故
の
一
因
と

な
る
意
識
障
害
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
浴
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

【
入
浴
中
の
注
意
事
項
】

①
湯
温
は
38
〜
40
度
で
、
お
湯
に
浸
か
る
時
間
は
７
分
以
内
に
す
る
。

②
半
身
浴
と
し
て
お
湯
に
浸
か
る
の
は
、
み
ぞ
お
ち
の
高
さ
ま
で
に

留
め
る
。

③
脱
水
を
予
防
す
る
た
め
、
入
浴
前
後
に
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水
分

を
補
給
す
る
。

④
食
後
１
時
間
以
内
や
酩
酊

め
い
て
い

下
で
の
入
浴
は
控
え
る
。

⑤
入
浴
前
に
更
衣
室
、
浴
室
を
温
め
て
お
く
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

入
浴
は
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
楽
し
い
時
間
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
心
が
け
て
快
適
で
安
全
な
入
浴
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

表1．平成20・21年度の受診状況
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特定健康診査の結果
－メタボリックシンドロームの判定－

生活習慣病の予防と早期発見を徹底するため

に、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

に着目した「特定健康診査」が平成20年度から始

まりました。

平成21年度の受診者数は、男性1,364人、女性

2,089人の合計3,453人（受診率31.2％）でした。

これは、奈良県の受診率と比較すると高い方で

すが、昨年度よりは低くなっています。（表1）

＊「特定健康診査」の対象となるのは、40歳から

74歳までの国民健康保険加入者です。
受診者のうち、約26％の方がメタボリックシン

ドローム（予備軍も含む）と判定されました。女性

に比べて男性の方がメタボリックシンドロームと

判定されている人数が多くなっています。（表2）

また、すでに内服中で、高血圧症治療中の方は

1,009人、脂質異常症治療中の方は725人、糖尿病

治療中の方は192人という結果となっています。

昨年度より受診率が 
下がっています。 
みなさん、健診を 
受けましょう！ 

特定健康診査を受けて高血圧や生活習慣病といわ
れた方や高齢の方は、入浴の仕方によっては危険な
こともありますので、気をつけて入浴しましょう。

一段と冷え込みが厳しくなるこの時期・・・

基準該当者 
15.6％ 
基準該当者 
15.6％ 

予備軍 
該当者 
10.3％ 

予備軍 
該当者 
10.3％ 

非該当者 
74.1％ 
非該当者 
74.1％ 

受診者のうち 
約26％がメタボ 
リックと判定 

該当者は女性より 
男性の方が多い 

平成21年度

表2．メタボリックシンドロームの判定

平成
20年度

平成
21年度

対象者数 受診者数

4,360人

3,453人

男性1,364人
女性2,089人

10,929人

11,073人

受診率

39.9%

31.2%

奈良県
受診率

24.0%

23.7%

合計

3,453人

541人
（15.6%）

357人
（10.3%）

女性

2,089人

203人

121人

男性

1,364人

338人

236人

受診者数

メタボリックシンドローム
基準該当者

メタボリックシンドローム
予備軍該当者
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みんな
の
国保

国民健康保険（国保）とは…
－国保のしくみと給付サービスについて－

国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときの医療費にあてるため、加入者みんな
でお金を出し合って備える制度です。

・
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営

業
の
人

・
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人

・
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し

て
い
て
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
人

職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
入
っ
て
い
る
人
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
き
、
75

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

医
療
費
の
１
〜
３
割
で
診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す（
療
養
の
給
付
）

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
を
提

示
す
れ
ば
、
医
療
費
の
１
〜
３
割
を

負
担
す
る
だ
け
で
、
残
り
は
国
保
が

負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
し
た

時
は
、
食
事
代
の
一
部
も
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
の
高
額

療
養
費
の
支
給

１
カ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

療
養
費
の
支
給

旅
先
の
急
病
な
ど
で
保
険
証
を
使

わ
ず
に
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

た
と
き
な
ど
、
申
請
す
れ
ば
、
審
査

で
決
定
し
た
額
か
ら
自
己
負
担
分
を

除
い
た
額
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き（
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
）

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
１

児
に
つ
き
39
万
円（
産
科
医
療
補
償
制

度
加
入
の
医
療
機
関
で
の
出
産
の
場

合
は
42
万
円
）支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
し
た
と
き（
葬
祭
費
の
支
給
）

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

葬
祭
を
行
っ
た
人
に
３
万
円
支
給
さ

れ
ま
す
。

移
送
費
が
か
か
っ
た
と
き（
移
送
費
の

支
給
）

転
院
な
ど
移
送
に
費
用
が
か
か
っ

た
と
き
、
申
請
し
て
国
保
が
必
要
と

認
め
た
場
合
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
に
は
、
自
己
負

担
割
合
が
１
割
ま
た
は
３
割
の
自
己
負

担
割
合
の
記
載
さ
れ
た「
高
齢
受
給
者

証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。
高
齢
受
給
者

証
の
適
用
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）か
ら

始
ま
り
ま
す
。
高
齢
受
給
者
証
は
、
適

用
に
な
る
月
の
前
月
下
旬
に
保
険
医
療

課
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
、
特
に
手
続

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
保

険
医
療
課

79
―
７
５
２
８

加
入
者
は
こ
ん
な

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

国
保
に
加
入
す
る
人

【
国
保
加
入
者
の
方
へ
の
お
知
ら
せ
】

脳
ド
ッ
ク
の
受
診

脳
ド
ッ
ク
の
定
員
に
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
診
し
た

方
は
、
自
己
負
担
４,
８
０
０
円
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
補
助

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
に
は
２,

５
０
０
円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
補
助
人
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

事
前
に
保
険
医
療
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
国
保
の

大
切
な
財
源
で
す

保
険
料
は
国
保
の
財
源
の
約
３

分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
保
険

料
は
、
国
保
の
加
入
者
の
み
な
さ

ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財

源
で
す
。
こ
の
保
険
料
が
不
足
す

る
と
、
私
た
ち
は
国
保
か
ら
十
分

な
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
医
療
費
の
負
担

も
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

保
険
料
は
自
分
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
た
め

に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

・保険証を交付する
・国保事業を運営

保険料を納める

香芝市
（保険者）

国保加入者
（被保険者）

医療機関
（保険医）

診療を受けて
医療費の1～3
割を支払う

医療費の
7～9割を支払う

診療する

国や県からの補助

国保のしくみ 
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電話でも相談を受け付けています。お気軽にご相談ください。 76－2001(代)

多
重
債
務
問
題
を
解
決
し
、
消
費
者
が
安

心
し
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
貸
金
市
場
を

作
る
た
め
、
平
成
22
年
６
月
に
改
正
貸
金
業

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸

金
業
者
か
ら
の
借
入
残
高
が
年
収
の
３
分
の

１
を
超
え
る
新
た
な
借
入
は
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
使
っ
た
商
品
購
入（
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
）は
貸
金
業
法
の
規
制
の
対
象
外
な

の
で
、
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る

借
入
が
あ
っ
て
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

れ
を
利
用
し
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化
」を

す
す
め
る
業
者
が
、
増
え
て
い
ま
す
。

業
者
は
カ
ー
ド
で
商
品
を
買
う
手
続

を
利
用
し
、
お
金
の
必
要
な
消
費
者

の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

実
際
に
商
品
を
購
入
し
て
買
い
取

っ
て
も
ら
う
買
取
屋
方
式
と
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
方
式
と
言

わ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
し
く
み
で

す
。

①
消
費
者
は
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
見
て
、
商
品
を
購
入
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
す
る
。

②
業
者
か
ら
購
入
額
よ
り
２
割
程
度
の
手
数

料
を
引
い
た
額
が
送
金
さ
れ
、
同
時
に
価
格

の
低
い
商
品
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ

１
枚
や
、
ビ
ー
玉
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
な
ど
）が

送
ら
れ
て
く
る
。

③
消
費
者
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
利

用
代
金
が
請
求
さ
れ
る
。

現
金
化
の
危
険
性
と
問
題
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

☆
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
換
金
目
的

で
利
用
す
る
こ
と
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
契
約
違
反
に
な
り
ま
す
。
カ
ー

ド
契
約
の
解
除
や
、
一
括
で
の
返
済

を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
業
者
か
ら
入
金
が
な
か
っ
た
り
、
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
業
者
の
言
う

よ
う
な
安
全
で
お
い
し
い
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

☆
一
時
的
に
現
金
を
手
に
入
れ
て
も
、

そ
の
額
よ
り
高
額
の
支
払
い
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
消
費
者
が

支
払
い
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。た

と
え
ば
、
１
０
０
万
円
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
枠
を
利
用
し
て
90
万
円
の
現

金
を
手
に
し
た
場
合
、
消
費
者
は
利

用
直
後
に
は
90
万
円
を
手
に
出
来
ま

す
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
対
し
て
利

用
分
と
し
て
１
０
０
万
円
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
い
金
利
を
先
に

差
し
引
か
れ
た
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

借
金
の
返
済
の
た
め
に
現
金
化
を
利
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
多
重
債

務
問
題
を
解
決
す
る
に
は
信
用
で
き
る
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

クレジットカードの現金化
～絶対利用してはいけません～

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
金

堂
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
た
１
週
間
を

「
文
化
財
防
火
週
間
」
と
し
て
、
貴
重

な
文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
の
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

空
気
の
乾
燥
す
る
こ
の
時
季
は
、
特

に
火
災
に
注
意
が
必
要
で
す
。
周
囲

に
燃
え
や
す
い
物
が
置
か
れ
て
い
な
い

か
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
な
い
か
、

な
ど
を
確
認
し
あ
っ
て
、
貴
重
な
文
化

財
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

〜
第
57
回
文
化
財
防
火
デ
ー
〜

香
芝
消
防
署
で
は
、
毎
年
干
支
に
ち

な
ん
だ
防
火
絵
馬
を
作
成
し
、
広
く
防

火
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
玄
関
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
卯
年
で
あ
る
今
年
は
、

月
を
背
景
に
２
羽
の
ウ
サ
ギ
が
放
水
し
て

い
る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
１
年
間
展

示
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
先

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合

76
―
４
１
１
９

防
火
絵
馬「
卯
」で
火
の
用
心
！

１
月
16
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
大
坂

山
口
神
社（
逢
坂
）で
の
文
化
財
防
火
訓
練
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家族の協力あってこそ

大阪生まれ、大阪育ちの私が、結婚を機に香芝に移り

住んでから13年目に突入しました。

結婚をする直前まで、ピアノ講師をしていましたが、

レッスンをするために香芝から大阪へ通い続けるのも難

しく、長く続けていたピアノ講師を諦めざるを得ません

でした。

そうこうしているうちに、妊娠、出産と続き、今度は

子育てに追われる毎日に…。

結婚後は、趣味の1つとしてピアノに携わっていまし

たが、子供達が大きくなり、手も掛からなくなってきた

こともあって、2年程前から、自宅で教室を再開するこ

とが出来ました。

10年ちょっとのブランクがありましたが、レッスンに

来てくれている生徒さん達の楽しそうな笑顔を見ている

と、私自身も楽しくて、ピアノ講師を続けられて本当に

良かったと、日々実感しています。

ただ、独身時代とは違い、家庭を持った現在では、家

族の協力なしに教室を開くことは出来なかったと思いま

す。家族のおかげで充実した毎日を過ごせていることに

感謝しながら、のどかで自然がいっぱいの、この香芝で、

これからも子供達に音楽の楽しさを伝えていけたらいい

なと思っています。

市のようす …12月末日現在…

人　口　76,114人（前月比＋114）
男36,592人／女39,522人

世帯数　27,775世帯（前月比＋46）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
は
卯

年
。
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
と
跳
ね
る
う

さ
ぎ
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
、
ま
さ

に
飛
躍
の
年
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

さ
て
、
大
寒
に
入
り
１
年
で
一

番
冷
え
込
む
と
い
わ
れ
る
時
季
と

な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
に
今
年

は
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

10
頁
の
マ
イ
ヘ
ル
ス
マ
イ
ラ
イ

フ
に
入
浴
時
の
注
意
事
項
を
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
寒
い
時
季

は
、
急
激
な
温
度
変
化
に
要
注
意

で
す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
ト

イ
レ
に
入
っ
た
と
き
な
ど
も
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
風
邪
を
ひ
か
な
い

よ
う
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

〈
年
男
の
卯
〉
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次回は寺田さんにリレーされます。

◆328

市民

森
田
清
美
さ
ん

下記URLの市ホームページでも
広報かしばをご覧になれます。

「ペンリレー」は皆さんで作ってい

ただくコーナーです。題名は特

に定めていません。日ごろ感じ

ていること、体験したことなど

を自由に発言してください。次

回のかたは、執筆者から選んで

登場願います。
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